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ご注意

保証について

HP 製品、 またはサービスの保証は、 当該製品、 およびサービスに付随する明示的な保証文によってのみ規定されるものと し

ます。 こ こでの記載で追加保証を意図するものは一切あ り ません。 こ こに含まれる技術的、 編集上の誤り、 または欠如につい

て、 HP はいかなる責任も負いません。

こ こに記載する情報は、 予告なしに変更されるこ とがあ り ます。

権利の制限

機密性のあるコンピュータ  ソフ ト ウェアです。 これらを所有、 使用、 または複製するには、 HP からの有効な使用許諾が必要

です。商用コンピュータ ・ ソフ ト ウェア、 コンピュータ ・ ソフ ト ウェアに関する文書類、および商用アイテムの技術データは、

FAR12.211 および 12.212 の規定に従い、 ベンダーの標準商用ライセンスに基づいて米国政府に使用許諾が付与されます。

著作権について

© Copyright 2010 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標について

Microsoft® および Windows® は、 米国における  Microsoft Corporation の登録商標です。

UNIX® は、 The Open Group の登録商標です。

Adobe®、 Acrobat®、 PostScript® は、 Adobe Systems Incorporated の商標です。

Java™ およびすべての Java ベースの商標およびロゴは、 Sun の商標または登録商標です。
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ドキュ メン トの更新情報

このガイ ドの表紙には、 以下の識別情報が記載されています。

• ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号は、 ソフ ト ウェアのバージ ョ ンを示します。

• ドキュ メン ト  リ リース日は、 ドキュ メン トが更新されるたびに変更されます。

• ソフ ト ウェア リ リース日は、 このバージ ョ ンのソフ ト ウェアのリ リース期日を表します。

最新の更新のチェッ ク、 またはご使用のドキュ メン トが最新版かど うかのご確認には、 次のサイ ト をご利用ください。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals 

このサイ ト を利用するには、 HP Passport への登録とサインインが必要です。 HP Passport ID の登録は、 次の Web サイ トから行

な う こ とができます。 

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html 

または、 HP Passport のログイン ページの [New users - please register] リ ンクをク リ ッ ク します。

適切な製品サポート  サービスをお申し込みいただいたお客様は、 最新版をご入手いただけます。 詳細は、 HP の営業担当にお

問い合わせください。 
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サポート

次の HP ソフ ト ウェアサポート  オンライン Web サイ ト を参照してください。

www.hp.com/go/hpsoftwaresupport 

HP ソフ ト ウェアが提供する製品、 サービス、 サポートに関する詳細情報をご覧いただけます。

HP ソフ ト ウェア サポート  オンラインでは、 セルフソルブ機能を提供しています。 お客様の業務の管理に必要な対話型の技術

支援ツールに、 素早く効率的にアクセスいただけます。 HP ソフ ト ウェアサポート  Web サイ トのサポート範囲は、 次のとおり

です。

• 関心のある技術情報の検索

• サポート  ケース とエンハンス メン ト要求の登録と ト ラ ッキング

• ソフ ト ウェア パッチのダウンロード

• サポート契約の管理

• HP サポート窓口の検索

• 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

• 他のソフ ト ウェア カスタマとの意見交換

• ソフ ト ウェア ト レーニングの検索と登録

一部を除き、 サポートのご利用には、 HP パスポート ユーザーと してご登録の上、 ログインしていただく必要があ り ます。 ま
た、 多くのサポートのご利用には、 サポート契約が必要です。 HP パスポート ID を登録するには、 以下の Web サイ トにアクセ

スしてください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html

アクセス  レベルに関する詳細は、 以下の Web サイ ト  を参照してください。

http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp 
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1 HP OMi Content Pack について

この章では、HP OMi および HP OMi Content Pack の概要と  HP OMi Content Pack for Infrastructure SPI について

説明します。 

HP OMi とは

HP Operations Manager i (HP OMi) とは、 HP ソフ ト ウェアが提供する、 最新の優れた管理ソ リ ューシ ョ ンで

す。 ビジネス  サービス管理と インフラス ト ラ クチャ管理が統合された HP OMi を使用するこ とによ り、 IT 環
境で発生する幅広い問題を監視および管理できます。

コンテンツ管理について

HP OMi において 「コンテンツ」 とは、 HP OMi が監視された環境でオブジェク トの記述に使用するデータを

意味します。 また、 コンテンツにはルール、 フ ィルタ、 メニューおよびグラフなどの設定データへのアクセ

スを提供する  HP OMi 拡張機能も含まれます。 コンテンツには、 すべての (および任意の組み合わせの) 構成

アイテムのタイプ、 ト ポロジの同期のためのマッピング ルール、 検出ソース、 相関関係のルール、 HI ベー

スの主要業績評価指標、 ヘルス指標、 グラフ作成ファ ミ リのカテゴ リ またはテンプレート を含めるこ とがで

きます。 異なる種類のコンテンツを  Universal Configuration-Management Database (UCMDB) や HP OMi などさ

まざまなデータベース との間でアップロードまたはダウンロード した り、 同じデータをデータベースのイン

スタンス間でエクスポートやインポートによって交換できます。 

データベース外では、 「コンテンツ」 はパッケージのコンテンツ、パッケージで意図する用途、および作成に

使用するツールによって、 ファ イルまたはアーカイブ形式で保存されます。 標準的な例と して挙げられるの

は XML ファ イルと  ZIP アーカイブです。 

UCMDB パッケージを使用して、 新しいコンテンツをインス トールしたり、 UCMDB で既存のコンテンツを

更新できます。 「Content Pack」 を使用して、 HP OMi データベースに項目をインス トールまたは更新できま

す。 同じパッケージを使用して、 UCMDB または HP OMi データベースのいずれかのインスタンス間でデー

タを交換できます。 パッケージおよびコンテンツの詳細は、 UCMDB パッケージと  Content Pack のドキュ メ

ン ト を参照して ください。 

作業するパッケージによって、 使用するツールが決ま り ます。 標準的な例と して、 HP OMi Content Manager、
UCMDB Package Manager、 または標準的なマイ クロソフ トのインス トール ツールが挙げられます。 
HP OMi Content Pack について 7



HP OMi Content Pack

HP OMi は、 Content Pack を使用して、 HP OMi 管理サーバーの 1 つ以上のインスタンス間で、 カスタマイズ

された HP OMi 関連データを交換します。 Content Pack にすべての (または一部の) HP OMi ルール、 ツール、

マッピング、 割り当て、 およびメニュー オプシ ョ ンの完全なスナップシ ョ ッ ト を含めるこ とで、 HP OMi を
使用したユーザーによる  IT 環境の管理を支援する定義と設定が可能になり ます。 HP OMi Content Pack には、

以下の表に記載された要素を任意に組み合わせて含めるこ とができます。

表 1　Content Pack の内容

コンテンツ  タイプ 説明

イベン ト  タイプ指標 HP OMi イベン ト  タイプ指標 (ETI) の設定および計算に使用される定義のリ ス ト

と  ETI が割り当てられる構成アイテムのタイプに関する情報。

ヘルス指標 HP OMi ヘルス指標 (HI) の設定および計算に使用される定義のリ ス ト と  HI が割

り当てられる構成アイテムのタイプに関する情報。

指標の値 値が割り当てられる指標に関する情報を含む HP OMi ヘルス指標に定義された

値と イベン ト  タイプ指標のリ ス ト。 

マッピング ルール HP Operations Manager for Windows メ ッセージまたは HP OMi イベン トの属性を

指標の値にマッピングするこ とによって、 HP OMi がイベン ト  タイプ指標とヘル

ス指標を自動的に設定する方法を定義するルールのリ ス ト。

KPI ルールの定義 HP OMi 主要業績評価指標 (KPI) の設定および計算に使用するルールのリ ス ト。

HI 対 KPI のルールの

割り当て

HP OMi 主要業績評価指標に割り当てられたヘルス指標、 つま り  Operations の可

用性または Operations のパフォーマンス。

相関関係のルール ド メ イン エキスパート などのユーザーが類似したイベン トやイベン ト を関連付

けるために設定したルールのリ ス ト。

ツールの定義 HP OMi ソフ ト ウェア管理者またはド メ イン エキスパートが HP OMi ユーザーに

対して設定したカスタム ツールのリ ス ト。

ビューのマッピング 特定の UCMDB ビューに対して構成アイテムをマップするルールのリ ス ト。

HP OMi は、 UCMDB でビ ューの完全な リ ス ト をフ ィ ルタ し、 [HP OMi Health
Perspective] タブで ト ップ ビュー ペインの [Selected View] ド ロ ップダウン リ ス ト

にマップされたビューのみを表示します。
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グラフ  ファ ミ リの

マッピング

ド メ イン エキスパートがグラフ  ファ ミ リ をマップした構成アイテム  タイプのリ

ス ト 。 HP OMi は、 グラフ  ファ ミ リ を特定の構成アイテム タイプにマップして、

マップされた CI タイプのインスタンスからグラフを表示できるよ うにします。

グラフ  ファ ミ リ グラフ  ファ ミ リがマップされる構成アイテム  タイプを示すと と もに、 類似した

タ イプ (またはファ ミ リ ) にグループ化されるグラフ定義の リ ス ト 。 たとえば、

Microsoft Exchange Server のパフォーマンスの側面を示すグラ フのグループを

Exchange Server 構成アイテム タイプにリ ンク付けできます。

注: Content Pack は、グラフ  ファ ミ リの名前のみを参照します。グラフ  テンプレー

トやグラフ  データは含まれません。

グラフ  カテゴ リ HP OMi で定義されたグラフ  カテゴ リのリ ス ト 。 グラフ  カテゴ リ とは、 Exchange
Server のインフォ メーシ ョ ン ス ト アのパフォーマンスの側面など、類似した技術

的分野に属するグラフの論理グループです。 グラフ  カテゴ リは、グラフ  ファ ミ リ

と同じ方法で、 構成アイテム タイプにマップできます。

注: Content Pack は、グラフ  カテゴ リの名前のみを参照します。グラフ  テンプレー

トやグラフ  データは含まれません。

表 1　Content Pack の内容

コンテンツ  タイプ 説明
HP OMi Content Pack について 9
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2 Infrastructure Content Pack のインストール
この章では、 Infrastructure SPIs Content Pack のインス トールに必要な情報について説明します。 Content Pack
は、 HP OMi 管理サーバー バージ ョ ン 8.10 にインス トールする必要があ り ます。 Content Pack のインス トー

ルのプロセス全体は、 インス トール ウ ィザードに従って行います。

インス トールの前提条件

• Infrastructure Content Pack 8.11 は、OMi 8.10 がインス トールされ、実行されているマシンにインス トール

する必要があ り ます。 

• 既存の Infrastructure Content Pack 8.10 は、 Infrastructure Content Pack 8.11 をインス トールする前にアンイ

ンス トールして ください。

• Infrastructure Content Pack 8.11 では、 Infrastructure Content Pack 8.10 からのアップグレードはサポート さ

れていません。

Content Pack 8.10 パッケージのアンインストール

Content Pack 8.10 パッケージをインス トールするには、 以下の手順を実行します。

1 Content Pack Manager からの Content Pack の削除

BSM プラ ッ ト フォーム 管理コンソールで、 以下をク リ ッ ク します。

a [Admin] → [Operations Management] → [Manage Content] → [Content Pack Information]

b 左ペインで、 [HPOprinf] を選択します。

c [Delete] オプシ ョ ンを選択します。 

d 削除操作を確認する メ ッセージが表示されたら、 [Yes] をク リ ッ ク します。

2 Infrastructure Content Pack 向け UCMDB パッケージの配布解除

a [Admin] → [UCMDB] を選択します。

b [Settings] → [Package Manager] を選択します。

c [HPOprinf] パッケージを選択します。 右ク リ ッ ク して、 [Undeploy] を選択します。

d すべてのチェッ ク  ボッ クスを選択して、 [Next] をク リ ッ ク します。

e [Finish] をク リ ッ ク します。
11



Infrastructure Content Pack 8.11 のインストール

1 HPOprMMInf-08.11.000-WinNT4.0-release.msi のインス トール

a HPOprMMInf-08.11.000-WinNT4.0-release.msi ファ イルを  OMi サーバーの一時フォルダにコピーし

ます。

b HPOprMMInf-08.11.000-WinNT4.0-release.msi をダブルク リ ッ ク します。

c 使用許諾契約の条件を読み、 [I accept the terms of License Agreement] オプシ ョ ンを選択して、 [Next]
をク リ ッ ク します。

d 画面の指示に従い、[Next] ボタンと  [Install] ボタンを使用して、インス トール プロセスを続行します。 

e [Finish] をク リ ッ ク して、 インス トールを完了します。

2 Content Pack をインポートするには、 以下の手順を実行します。

BSM プラ ッ ト フォーム 管理コンソールで、 以下を実行します。

f [Admin] → [Operations Management] を選択します。

g [Manage Content] → [Content Pack] を選択します。

h [Content Pack Definitions] ツールバーで、 [Import Content Pack Definitions and Content] ボタンを

ク リ ッ ク します。

i [Import Content Pack] ダイアログから、 OMi サーバーの Content Pack の場所を参照します。 
%TOPAZ_HOME%\conf\opr\content
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j MM-INF.xml ファ イルを選択し、 [Open] をク リ ッ ク します。

k [Overwrite] オプシ ョ ンを選択し、 [Import] をク リ ッ ク して、 Content Pack をインポート します。

[Information] ダイアログ ウ ィ ンド ウにインポート したアーティ ファ ク トの数 (ヘルス指標定義アー

ティファ ク ト など) が表示されます。

l [OK] をク リ ッ ク して、 [Information] ダイアログを閉じます。

3 UCMDB パッケージの配布解除

a [Admin] → [Universal CMDB] を選択します。

b [Settings] → [Package Manager] を選択します。

UCMDB 管理コンソールで、 以下を実行します。

c 「Deploy Packages to Server」 アイコンをク リ ッ ク し、 [+] (Add) をク リ ッ ク します。
Infrastructure Content Pack のインストール 13



a [Deploy Package] ダイアログ ボッ クスから、 OMI サーバー上の %TOPAZ_HOME%\mam_lib\opr
\content パッケージの場所を参照します。 

b HPOprInf.zip ファ イルを選択し、 [Open] をク リ ッ ク します。

c HPOprInf.zip パッケージをク リ ッ ク し、 [select the resources you want to deploy] から、 [select all] を選

択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

4 toposynch を再実行します。
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3 Infrastructure Content Pack のアンインストール
Content Pack 8.11 パッケージのアンインストール

1 アンインス トール ウ ィザードを使用して、 Infrastructure Content Pack 8.11 をアンインス トールするには、

以下の手順を実行します。

a [スタート ] → [設定] → [コン ト ロール パネル] を選択します。

b [プログラムの追加と削除] をダブルク リ ッ ク します。

c HPOM Infrastructure Management Module を選択し、 [削除] をク リ ッ ク してアンインス トールします。

2 Content Pack Manager からの Content Pack の削除

BSM プラ ッ ト フォーム 管理コンソールで、 以下をク リ ッ ク します。

a [Admin] → [Operations Management] → [Manage Content] → [Content Pack Information]

b 左ペインで、 [HPOprinf] を選択します。

c [Delete] オプシ ョ ンを選択します。 

d 削除操作を確認する メ ッセージが表示されたら、 [Yes] をク リ ッ ク します。

3 Infrastructure Content Pack 向け UCMDB パッケージの配布解除

a [Admin] → [UCMDB] を選択します。

b [Settings] → [Package Manager] を選択します。

c [HPOprinf] パッケージを選択します。 右ク リ ッ ク して、 [Undeploy] を選択します。

d すべてのチェッ ク  ボッ クスを選択して、 [Next] をク リ ッ ク します。

[Finish] をク リ ッ ク します。
15
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4 参照情報
Infrastructure Content Pack の内容

Infrastructure Content Pack インス トール パッケージには、 以下のアーティファ ク トが含まれています。

CI タイプおよび UCMDB ビュー

Infrastructure インス トール パッケージの UCMDB パッケージには、 以下のビューが含まれています。

• CPU_Infrastructure: このビューは、 CPU およびコンピュータ  CI タイプを参照します。

• Filesystem_Infrastructure: このビューは、ファイル システムおよびコンピュータ  CI タイプを参照します。

• NetworkInterface_Infrastructure: このビューは、ネッ ト ワーク  インターフェイスおよびコンピュータ  CI
タイプを参照します。

• HACluster_Infrastructure: このビューは、 コンピュータ  (Windows または UNIX)、 ク ラスタ  ソフ ト ウェ

ア、 ク ラスタ化されたサーバー、 フェールオーバー ク ラスタ、 ソフ ト ウェア要素、 および IP アドレス

CI タイプを参照します。
17



図 1　HA Cluster Infrastructure のビュー

Virtualization Infrastructure: このビューは、 コンピュータおよびハイパーバイザー CI タイプを参照します。

以下のイ メージは、 CI タイプ間の関係を示します。
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図 2　Virtualization Infrastructure のビュー

Systems Infrastructure: このビューは、コンピュータ  (Windows または UNIX)、CPU、ファ イル システム、ネッ

ト ワーク  インターフェイス、 および IP アドレス  CI タイプを参照します。 以下のイ メージは、 CI タイプ間の

関係を示します。
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図 3　System Infrastructure のビュー

Infrastructure_Common: このビューには、 HACluster_Infrastructure ビュー、 Systems_Infrastructure ビュー、 お

よび Virtualization_Infrastructure ビューを組み合わせたビューが表示されます。
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状況インジケータ

Content Pack には、 インフラス ト ラ クチャ関連イベン ト を監視する以下の状況インジケータ  (HI) が含まれて

います。

表 2　状況インジケータ
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CI タイプ HI 説明 値

Computer Cluster Resource 
Group Status

フェールオーバー ク ラスタの リ ソー

ス  グループのステータスを示します。

ステータスが Down の場合は、このリ

ソース  グループ (IP) でホス ト されて

いるアプ リ ケーシ ョ ンがアクセスで

きない状態であるこ とを示します。

Online、 
Failed、 
Offline、 
Reached SPOF　

Condition　

Batch Job 
Service

バッチ ジ ョ ブ サービス  (UNIX/Linux
Cron、Windows のタスクのスケジュー

ル サービス) の可用性を示します。

Available、
Unavailable　

CPU Load CPU の負荷 Normal、 
Constrained、 
Busy、 
Overloaded、 
Bottlenecks　

CPU Entitlement 
Usage Level

仮想マシンによって使用される使用

権の使用率 (割り当てられた CPU サ
イ クル) を示します。 100% を超える

場合もあ り ます。

Normal、 
Higher/ Much higher　
than normal、 
Lower/ Much lower　
than normal　

Event Logging 
Service

以下の可用性を示します。

 (UNIX/Linux syslog、 Windows のイベ

ン ト  ログ サービス) 

Available、 
Unavailable 　

Kernel Handles 
Usage

カーネル ハン ドル (ファ イル ハンド

ル、 プロセス  ハン ドル、 セマフ ォ、

メ ッセージ キュー ) の容量使用率を

示します。

Normal、 
Near Capacity　

Memory Load メモ リの負荷は、コンピュータのメモ

リ 不足、 高い メ モ リ 使用率、 および

ページングによ る メモ リ不足の指標

です。 システムを無人で放置する と、

過度なページング と不安定な状態に

達する可能性があ り ます。

Normal、 
Paging　
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Computer Memory Usage 
Level

システムに対する メモ リ使用量のレ

ベルを示します。 

Near Capacity - ほとんどのメモリが使

用されています。

Normal - 十分なメモ リが使用可能で、

システム とアプ リ ケーシ ョ ンが効率

的に機能しています。

Low - システム上に使用されていない

メモ リが多く、無駄があるこ とを示し

ます。

Normal、 
Low、 
Higher/ Much higher　
than normal、 
Lower/ Much lower　
than normal、 
Near capacity　

Ping Availability SiteScope によ って測定される  ping
で、処理システムが到達可能であるこ

とを示します。

Available、 
Unavailable　

Resource Usage システムで実行されているプロセス /
サービスによる リ ソース使用量。

Normal、 
High　

Root Disk Usage 
Level

システムのプラ イマ リ  (ルート ) ディ

スクのディ スク使用量。 UNIX および

Linux システムのルー ト  (/) フ ァ イル

システム、 C: または、 Windows シス

テムでシステム ド ラ イブ設定によっ

て定義されたスペースの使用率を参

照します。

Normal、
High　

RPC Service RPC サービスの可用性 Available、 
Unavailable

DHCP Server 
Service

DHCP サーバー システムの DHCP
サービスのステータスを示します。

Available、 
Unavailable　

Disk Utilization ディ スク使用率のレベルを示します。 Normal、 
Higher/ Much higher　
than normal、 
Lower/ Much lower　
than normal

DNS Service システムの DNS (Domain Nameserver)
サービスのステータスを示します。

Available、 
Unavailable　

Email Service MS Windows の SMTP サービス、およ

び UNIX/Linux の sendmail、delivermail
など、 システムの電子メール サービ

スのステータスを示します。

Available、 
Unavailable　

FTP Service システムの FTP サービスの状態を示

します。 FTP プロ ト コルを使用して、

システム間でファイルを転送します。

Available、 
Unavailable　

Network File 
Share Usage 
Level

Normal、
Near Capacity　

CI タイプ HI 説明 値
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System Status コンピュータ  システムの現在の状態。

Suspended、 Hang および Unknown 状態

は、 仮想マシンのみに適用されます。

Up、 
Suspended、 
Down、 
Hang、 
Unknown　

Swap Usage 
Level

システムに対するスワ ップ デバイス

使用量のレベルを示します。 

• Near Capacity - ほとんどのスワッ

プ スペースが使用されています。

• Normal - 十分なスワップ スペー

スが使用可能で、 システムとアプ

リ ケーシ ョ ンが効率的に機能して

います。

• Low - システム上に使用されてい

ないスワップ スペースが多く、無

駄があるこ とを示します。

Normal、 
Higher/ Much higher　
than normal、 
Lower/ Much lower　
than normal、 
Near Capacity　

Computer Virtualization 
Overhead

VMware ESX サーバーが仮想マシン

のランタ イム情報の保持に使用する

追加メモ リの量。

これは、 仮想マシンのメモ リ のサイ

ズ、 実行されるオペレーテ ィ ング シ
ステムによって異なり ます。

この値は、通常一定で、標準値とあま

り変わり ません。

Normal、 
Higher/ Much higher　
than normal、 
Lower/ Much lower　
than normal　

Node Status 管理ノードの現在の状態を示します。

Unknown、Hang および Suspended 状態

は、 仮想マシンのみに適用されます。

Up、Down、Unknown、
Hang、 Suspended、
Maintenance　

File Server 
Service

MS Windows の FileServer ロール サー

ビス、 UNIX/Linux の NFS サーバーお

よび CIFS サーバー サービ スなど

ファ イル サーバー サービスのステー

タスを示します。

Available、 
Unavailable　

Firewall Service MS Windows の Windows Firewall サー

ビス、 Linux の iptables サービスなど、

システム上のファ イアウォール サー

ビスのステータスを示します。

Available、 
Unavailable　

Network File 
Share Usage

MS Windows のネッ ト ワーク  ド ラ イ

ブ (マウン ト ) および NFS、 CIFS マウ

ン ト など、ネッ ト ワーク上のファイル

共有の使用量のレベル。

Available、 
Unavailable　

Page File Usage Windows OS 上のページング フ ァ イ

ル容量の使用量を示します。

Normal、 
High、 
Near Capacity　

CI タイプ HI 説明 値
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Print Status MS Windows の印刷スプーラ  サービ

ス、 Windows 2008 の印刷サーバー

ロール サービス、 および UNIX/Linux
の lp および cupsd サービスなどの、シ

ステム上の印刷サービスのステータ

スを示します。

Available、 
Unavailable　

Secure Login 
Service

システムの SSH (Secure Shell) サービ

スの可用性を示します。

Available、 
Unavailable　

Swap Usage 
Level

システム上のスワ ップ スペース使用

量のレベルを示します。

Normal、 
Higher/ Much higher　
than normal、 
Lower/ Much lower 　
than normal、 
High

Web Server 
Service

MS Windows の IIS サービス、 Linux/
UNIX の Apache サービスなど、 シス

テム上の Web サーバー サービスのス

テータスを示します。

Available、 
Unavailable　

Windows Logical Disk 
Free SpaceWIN 

システム上の論理ディ ス ク空き領域

の程度を示します。

Normal (default)、
Near Capacity　

Terminal Server 
Service 

MS Windows システム上の Windows
ター ミ ナル サーバー サービスのス

テータスを示します。

Available (default)、
Unavailable　

CPU CPU Usage 
Level

CPU 使用量のレベルを示します。 Normal、
High、   
Higher/ Much higher　
than normal、 
Lower/ Much lower　
than Spike、 
Busy、
 Idle

Failover Cluster Cluster Strength ノードの強さに基づいたク ラ ス タ可

用性のステータスを示します。

Normal、 
Major、 
Critical　

File System Disk Usage Level ディ スク使用量のレベルを示します。 Normal、 
Low、 
Near Capacity　

CI タイプ HI 説明 値
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Hypervisor Virtualization 
Service 

MS Windows 2008 Server で実行され

る  Hyper-V サービスなど、ホス トで実

行される仮想化サービスのステータ

スを示します。 このサービスは、仮想

マシンの実行に不可欠です。

Available (default)、
Unavailable　

Network 
Interface

Interface Error 
Rate 

インターフェ イス上の入力パケッ ト

の数とパケッ ト  エラー総数の変化に

基づく入力エラー率を示します。 

Normal (default)、
High　

Interface 
Utilization 

インターフェ イス速度、 およびイン

ターフェ イス上の出力バイ ト 数の変

化に基づく ネッ ト ワーク使用率を示

します。 クエ リ された MIB (管理情報

ベース ) 値は、 インターフェイスの速

度、およびシステムがインターフェイ

スの高速カウンタをサポー ト してい

るかど うかで変わり ます。

Normal (default)、
LowerThanNormal、 
MuchLowerThan　
Normal、
High、 
HigherThanNormal、 
MuchHigherThan　
Normal、
Low、

None 　

Interface Discard 
Rate 

インターフェ イス上の出力パケッ ト

の数と破棄されたパケッ ト総数の変

化に基づ く 出力破棄率を示し ます。

パケッ トは受信バッファ  オーバーフ

ロー、混雑、またはシステム固有の問

題などによ り破棄される場合があ り

ます。

Normal (default)、
High　

VMware ESX 
Server

VMFS Usage 
Level 

VMFS (Virtual Machine File System) の
使用量のレベルを示し ます。 VMFS
とは、 ク ラスタ化されたファ イル シ
ステムで、VMware ホス ト  システムに

よって仮想マシンおよび仮想ディ ス

ク  ファ イルの保存に使用されます。

Normal (default)、
Near Capacity　

CI タイプ HI 説明 値
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イベン ト  タイプ指標

インス トール パッケージには、インフラス ト ラ クチャ関連イベン ト を監視するイベン ト  タイプ指標 (ETI) が
含まれています。

表 3　 イベン ト  タイプ指標:

相関関係のルール

Content Pack には、 インフラス ト ラ クチャ関連イベン ト を相関付ける以下のルールが含まれています。

相関関係ルールの機能の詳細は、 『HP Operations Manager i Concepts Guide』 を参照してください。

Host Network 
Usage

VMware ESX/ESXi ホス ト で送受信さ

れるすべてのネッ ト ワーク  インター

フェイス上のデータ  (単位: MB)。

Normal (default)、
Near Capacity　

Unix Swap Space システムで使用可能なスワ ップ デバ

イス。 
Normal、 
Higher than normal、 
Lower than normal　

Cluster Software Cluster Software 
Service

ク ラスタ  サービスの起動または停止

状態を示します。

Available (default)、 
Unavailable　

Clustered Server Cluster Resource 
Group Status

フェールオーバー ク ラスタの リ ソー

ス  グループのステータス。 ステータ

スが Offline の場合は、 この リ ソース

グループ (IP) でホス ト されているア

プ リ ケーシ ョ ンがアクセスできない

状態であるこ とを示します。

Available (default)、
Unavailable　

CI タイプ HI 説明 値

CI タイプ ETI 説明 値

Computer Batch Jobs システム上で失敗した 1 つ以上のスケ

ジュールされたタスク /Cron ジ ョブ。

Failed　

VMCreation VM の作成。 Occurred　

VMRemoval VM の削除。 Occurred　

VMMigration VM がいつ移行されるかを設定します。 Occurred　

VMRename VM の名前変更。 Occurred　
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表 4　System::Computer:CPU Load >> CPU Usage Level

表 5　System::Computer:Memory Load >> CPU Load

表 6　System::Computer:Memory Load >> Memory Usage Level

表 7　System::Computer:Memory Usage Level >> Swap Usage Level

説明: システムに CPU ボ トルネッ クがあるため、 システム上の 1 つ以上の CPU 使用量

が高くなっています。

原因

CIT: CPU ETI: CPU Load 値: Bottlenecked

症状

CIT: CPU ETI: CPU Usage Level 値: High/ Much higher 
Than Normal/Spike

説明: ページングによって CPU ボ トルネッ クが発生しています。

原因

CIT: Computer ETI: Memory Load 値: Paging

症状

CIT: Computer ETI: CPU Load 値: Bottlenecked

説明: システムにメモ リ  ボ トルネッ クがあるため、 システム上のメモ リ使用量が高く

なっています。

原因

CIT: Computer ETI: Memory Load 値: Paging

症状

CIT: Computer ETI: Memory Usage 値: Much Higher Than 
Normal/ Near Capacity

説明: メモ リ使用量が高いため、 スワ ップが生じています。

原因

CIT: Computer ETI: Memory Usage 値: Near Capacity

症状

CI: Computer ETI: Swap Usage Level 値: Much Higher Than 
Normal/ Near Capacity
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表 8　System::Computer:Resource Usage >> CPU Usage Level

表 9　System::Computer:Resource Usage >> Memory Usage Level

表 10　 System::File System:Disk Usage Level >> Swap Usage Level

表 11　 System Down >> System Application Down

説明: CPU 使用量の多いプロセスによって、システムの CPU 使用量が高くなっています。

原因

CIT: Computer ETI: Resource Usage 値: High

症状

CIT: CPU ETI: CPU Usage Level 値: High/ Much Higher 
Than Normal/Spike

説明: メモ リ使用量の多いプロセスによって、 システムのメモ リ使用量が高くなってい

ます。

原因

CIT: Computer ETI: Resource Usage 値: High

症状

CIT: Computer ETI: Memory Usage Level 値: Much Higher Than 
Normal/ Near Capacity

説明: システム ド ラ イブによるスワップ使用量が容量に近づいています。

原因

CIT: File System ETI: Disk Usage Level 値: Near Capacity

症状

CIT: Computer ETI: Swap Usage Level 値: Much Higher Than 
Normal/ Near Capacity

説明: すべてのシステム アプリ ケーシ ョ ンがダウンしています。

原因

CIT: Computer ETI: Node status 値: Near Capacity

症状

CIT: Computer ETI: Batch Job Service 値: Unavailable
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表 12　Virtual::Computer:CPU Usage Level >> Hypervisor System CPU Load

表 13　Virtual::Computer:Memory Usage Level >> Hypervisor Memory Usage Level

表 14　Virtual::Computer:Ping Availability >> Ping Availability

表 15　Cluster member down >> Cluster Software Service Down

説明: VM による  CPU 使用量が高いため、 ハイパーバイザーが制約を受けています。

原因

CIT: Computer ETI: CPU Load 値: Bottlenecked、 Busy、 
Overloaded

症状

CIT: CPU ETI: CPU Load 値: Bottlenecked、 Busy、 
Overloaded

説明: VM による メモ リ使用量が高いため、 ハイパーバイザーが制約を受けています。

原因

CIT: Computer ETI: Memory Usage Level 値: Much Higher Than 
Normal

症状

CIT: Computer ETI: Memory Usage Level 値: Much Higher Than 
Normal/ Near Capacity

説明: VM を実行している  ESX ホス トがダウンしているため、 VM が使用できません。

原因

CIT: Computer ETI: Ping Availability 値: Unavailable

症状

CIT: Computer ETI: Ping Availability 値: Unavailable

説明: ク ラスタ  メ ンバーの 1 つが停止しており、同じ ノード上のソフ ト ウェア サービス

も停止しています。

原因

CIT: Computer ETI: Node Status 値: Down

症状

CIT: Cluster Software ETI: Cluster Software Service 値: Suspended/
Unavailable
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表 16　Cluster members down >> Impacts FailoverCluster (many symptoms)

表 17　Cluster nodes down >> Impacts Cluster Resource Groups

表 18　Cluster software service unavailable>> Clustered server offline

グラフ  テンプレート

Content Pack には、 コンピュータ  CI タイプにマップされた Systems Infrastructure グラフ  ファ ミ リが含まれて

います。

説明: 複数のクラスタ  メ ンバーが使用不可で、 ク ラスタが停止しています。

原因

CIT: Computer ETI: Node Status 値: Down/Hang/Suspend

症状

CIT: Failover Cluster ETI: Cluster Strength 値: All Nodes down/
Quorum not met/SPOF

説明: 1 つ以上のク ラスタ  ノードが停止していて、 フェールオーバー モードで実行され

ているク ラスタ化されたサーバーに影響しています。

原因

CIT: Computer ETI: Node Status 値: Down/Hang/Suspend

症状

CIT: Clustered Server ETI: Cluster Resource Group Status 値: Offline

説明: ク ラスタ  ソフ ト ウェア サービスが実行に失敗し、ク ラスタ化されたサーバーが非

アクティブになっています。

原因

CIT: Cluster Software ETI: Cluster Software Service 値: Unavailable

症状

CIT: Cluster Software ETI: Cluster Resource Group Status 値: Offline
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表 19　グラフ  テンプレート

グラフ  テンプレート メ ト リ ッ ク名

CPU Comparison GBL_CPU_TOTAL_UTIL

CPU Details BYCPU_ID
BYCPU_CPU_SYS_MODE_UTIL
BYCPU_CPU_USER_MODE_UTIL
BYCPU_CSWITCH_RATE
BYCPU_INTERRUPT_RATE
BYCPU_STATE
BYCPU_CPU_CLOCK
BYCPU_CPU_TOTAL_UTIL

CPU Details of Logical System GBL_CPU_ENTL_UTIL
GBL_CPU_PHYS_USER_MODE_UTIL
GBL_CPU_PHYS_SYS_MODE_UTIL
GBL_CPU_PHYS_TOTAL_UTIL
GBL_CPU_SHARES_PRIO

CPU Gauges GBL_CPU_TOTAL_UTIL

CPU Utilization Baseline GBL_CPU_TOTAL_UTIL

CPU Summary GBL_CPU_INTERRUPT_UTIL
GBL_CPU_SYS_MODE_UTIL
GBL_CPU_USER_MODE_UTIL

CPU Entitlement by Logical Systems BYLS_CPU_ENTL_MIN
BYLS_CPU_ENTL_MAX

CPU Summary by Logical Systems BYLS_LS_ID
BYLS_CPU_ENTL_UTIL
BYLS_CPU_PHYS_TOTAL_UTIL
BYLS_CPU_SHARES_PRIO
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Configuration Details GBL_SYSTEM_ID
GBL_OSNAME
GBL_OSRELEASE
GBL_MACHINE_MODEL
GBL_COLLECTOR
GBL_NUM_CPU
GBL_NUM_DISK
GBL_NUM_NETWORK
GBL_MEM_PHYS
GBL_SWAP_SPACE_AVAIL_KB
TBL_PROC_TABLE_AVAIL
GBL_LOGGING_TYPES
GBL_THRESHOLD_CPU
GBL_THRESHOLD_PROCMEM
GBL_THRESHOLD_DISK
GBL_LOGFILE_VERSION
GBL_MACHINE
GBL_OSKERNELTYPE_INT
GBL_MEM_AVAIL
TBL_BUFFER_CACHE_AVAIL
GBL_OSVERSION

Disk Throughput BYDSK_PHYS_BYTE_RATE

Disk Summary GBL_DISK_UTIL_PEAK
GBL_FS_SPACE_UTIL_PEAK
GBL_DISK_PHYS_BYTE_RATE
GBL_DISK_PHYS_IO_RATE
GBL_DISK_LOGL_READ_RATE

Disk Space FS_SPACE_UTIL

Disk Details BYDSK_DEVNAME
BYDSK_PHYS_READ_BYTE_RATE
BYDSK_PHYS_READ_RATE
BYDSK_PHYS_WRITE_BYTE_RATE
BYDSK_PHYS_WRITE_RATE
BYDSK_UTIL
BYDSK_REQUEST_QUEUE
BYDSK_AVG_SERVICE_TIME
BYDSK_LOGL_READ_RATE
BYDSK_LOGL_WRITE_RATE
BYDSK_DIRNAME
BYDSK_ID

グラフ  テンプレート メ ト リ ッ ク名
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File System Details FS_DIRNAME
FS_SPACE_UTIL
FS_MAX_SIZE
FS_SPACE_USED
FS_SPACE_RESERVED
FS_TYPE
FS_DEVNAME
FS_DEVNO
FS_INODE_UTIL
FS_MAX_INODES
FS_BLOCK_SIZE
FS_FRAG_SIZE

Global CPU Forecast GBL_CPU_TOTAL_UTIL

Global History GBL_CPU_TOTAL_UTIL
GBL_DISK_UTIL_PEAK
GBL_SWAP_SPACE_UTIL
GBL_MEM_UTIL
GBL_ACTIVE_PROC

Global Run Queue Baseline GBL_RUN_QUEUE

Global Details GBL_CPU_TOTAL_UTIL
GBL_ACTIVE_PROC
GBL_DISK_UTIL_PEAK
GBL_PRI_QUEUE
GBL_RUN_QUEUE
GBL_DISK_PHYS_IO_RATE
GBL_DISK_PHYS_BYTE_RATE
GBL_DISK_LOGL_IO_RATE
GBL_MEM_CACHE_HIT_PCT
GBL_MEM_PAGEOUT_RATE
GBL_MEM_SWAPOUT_RATE
GBL_MEM_UTIL
GBL_MEM_USER_UTIL
GBL_MEM_SYS_AND_CACHE_UTIL
GBL_SWAP_SPACE_UTIL
GBL_FS_SPACE_UTIL_PEAK
GBL_NET_PACKET_RATE
GBL_NET_IN_PACKET_RATE
GBL_NET_OUT_PACKET_RATE
GBL_NFS_CALL_RATE
GBL_NET_COLLISION_1_MIN_RATE
GBL_NET_ERROR_1_MIN_RATE
GBL_SYSCALL_RATE
GBL_CPU_SYS_MODE_UTIL
GBL_CPU_USER_MODE_UTIL
GBL_NUM_USER
GBL_ALIVE_PROC
GBL_STARTED_PROC_RATE
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Individual CPUs BYCPU_CPU_TOTAL_UTIL

Individual Networks BYNETIF_IN_BYTE_RATE
BYNETIF_OUT_BYTE_RATE
BYNETIF_IN_PACKET_RATE
BYNETIF_OUT_PACKET_RATE

Memory Summary GBL_MEM_UTIL
GBL_MEM_USER_UTIL
GBL_MEM_SYS_AND_CACHE_UTIL
GBL_MEM_CACHE_HIT_PCT
GBL_MEM_QUEUE
GBL_MEM_SWAPOUT_RATE
GBL_MEM_PAGEOUT_RATE
GBL_MEM_PG_SCAN_RATE

Multiple Global Forecasts GBL_CPU_TOTAL_UTIL
GBL_DISK_UTIL_PEAK
GBL_SWAP_SPACE_UTIL
GBL_RUN_QUEUE
GBL_MEM_PAGEOUT_RATE
GBL_NET_IN_PACKET_RATE
GBL_NET_OUT_PACKET_RATE
GBL_ACTIVE_PROC

Memory Summary by Logical Systems BYLS_LS_ID
BYLS_MEM_ENTL_UTIL
BYLS_MEM_PHYS_UTIL
BYLS_MEM_SWAPPED
BYLS_MEM_OVERHEAD
BYLS_MEM_SHARES_PRIO

Network Summary GBL_NET_OUT_PACKET_RATE
GBL_NET_IN_PACKET_RATE
GBL_NET_ERROR_RATE

Percentage Utilization of CPU 
Entitlement by Logical Systems

BYLS_CPU_ENTL_UTIL

Percentage Utilization of Memory 
Entitlement by Logical Systems

BYLS_MEM_ENTL_UTIL

Percentage Utilization of Total Physical 
CPU by Logical Systems

BYLS_CPU_PHYS_TOTAL_UTIL
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Process Details PROC_PROC_NAME
PROC_PROC_CMD
PROC_PROC_ID
PROC_CPU_TOTAL_UTIL
PROC_DISK_PHYS_IO_RATE
PROC_INTEREST
PROC_STOP_REASON
PROC_APP_ID
PROC_PRI
PROC_MEM_RES
PROC_MEM_VIRT
PROC_CPU_USER_UTIL
PROC_CPU_SYS_MODE_UTIL
PROC_PARENT_PROC_ID
PROC_USER_NAME
PROC_RUN_TIME
PROC_INTERVAL_ALIVE

Seasonal CPU Forecast GBL_CPU_TOTAL_UTIL
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System Configuration GBL_SYSTEM_ID
GBL_MACHINE
GBL_MACHINE_MODEL
GBL_CPU_CLOCK
GBL_OSNAME
GBL_OSVERSION
GBL_OSRELEASE
GBL_MEM_PHYS
GBL_ACTIVE_CPU
GBL_NUM_CPU
GBL_NUM_DISK
GBL_NUM_NETWORK
GBL_COLLECTOR
GBL_SWAP_SPACE_AVAIL
GBL_LOGGING_TYPES
GBL_THRESHOLD_CPU
GBL_GMTOFFSET

Network Interface Details BYNETIF_NAME
BYNETIF_IN_BYTE_RATE
BYNETIF_IN_PACKET_RATE
BYNETIF_OUT_BYTE_RATE
BYNETIF_OUT_PACKET_RATE
BYNETIF_QUEUE
BYNETIF_COLLISION_RATE
BYNETIF_ERROR_RATE

Virtualization Configuration GBL_SYSTEM_ID
GBL_OSNAME
GBL_OSVERSION
GBL_OSRELEASE
GBL_LS_TYPE
GBL_LS_ROLE
GBL_NUM_L
GBL_NUM_CPU
BYLS_LS_ID
BYLS_LS_NAME
BYLS_NUM_CPU
BYLS_NUM_NETIF
BYLS_NUM_DISK
BYLS_LS_OSTYPE
BYLS_CPU_ENTL_MIN
BYLS_CPU_ENTL_MAX
BYLS_MEM_ENTL_MIN
BYLS_MEM_ENTL_MAX

グラフ  テンプレート メ ト リ ッ ク名
参照情報 37



38 第 4 章



We appreciate your feedback!

If an email client is configured on this system, by default an email window opens when you 
click on the bookmark “Comments”.

In case you do not have the email client configured, copy the information below to a web mail 
client, and send this email to docfeedback@hp.com

Product name:

Document title:

Version number:

Feedback:
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